
兵
庫
県
の
身
体

ｏ
知
的

ｏ

精
神
の
障
害
者
手
帳
の
所
持

者
は
毎
年
増
え
続
け
、
三
十

万
八
千
人
を
超
え
ま
し
た

（
二
〇

二

二
年

三
月
末
現

在
）
。
障
害
者
手
帳
の
所
持

率
は
五

・
五
の
、
県
民
十
八

人
に

一
人
の
障
害
者
に
相
当

し
ま
す
゛
い
ま
や
障
害
者
問

題
は
、
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

福
祉
を
変
質
さ
せ
た

「
自
立
支
援
法
」

障
．害
者

（
児
Ｙ
ぽ
、
障
害

が
あ
る
が
ゆ
え
に
、

一
人
ひ

´

と
り
・の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

様
々
な
制
度

（
サ
ト
ビ
ス
）

を
利
用
し
な
け
れ
ば
人
と
し

て
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
制
度
の
あ
り
よ
う
を
根
本

か
ら
変
え
た

「障
害
者
自
立

支
援
法

（以
下

‐
、
自
立

‐支援
一

一法
ご
一が
ｒ
一０
０
六
年‥
四
片
一

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

舞
諦
編
ザ
“‐も明，‐‐‐甲

で
す
。
　
・　
一一
一
・
■
●
一

．こ
の
自
立
支
援
法
は
ヽ
①
一

障
害
は
自
己
●
家

‥族
責
任
で

あ

‐る
か
ら
一ず
制
度
利
用
を
私
●

一益
と
し
て
」
ｉ
益
負
担

（憲

率

〓
割‐‐‐負
担
ご
を
導
入
②
サ

ー
ビ
ス
を
利
一用
す
る
に
は
・

「障
害
程
度
区
分
一
認
定
を

必
要
と
し
ヽ
そ
の
区
分
に
よ
・

っ
て
利
用
で
き
る
サ
ト
ビ
ス

を
決
定
③
サ
ー
ビ
ス
利
用
は

事
業
者
と
利
用
契
約
し
ず
買
・

う
福
祉
に
変
更
④
報
酬
の
日

輝
く
県
政
へ
圃

割
り
制
度
な
ど
を
特
徴
と
し

て
い
ま
す
。

憲
法
違
反
だ
と
訴
え
て

私
た
ち
障
害
当
事
者
や
家

族
ハ
関
係
者
は
、
「自
立
支
援

法
の
廃
止
」
を
求
め
多
く
の

団
体
と
の
共
同
行
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

二
〇
〇
八
年
十
月
↓
障
害
の

あ
る
人
だ
け
が
障
害

（
バ
リ

ア
）
を
取
り
除
く
た
め
に
利

用
料
を
払
う
の
は
ヽ
憲
法
十

四
条

（
平
等
権
Ｙ
違
反
Ｌ
福

祉
施
策
を
利
用
す
る
こ
と
は

法
に
基
づ
く

市
民
権

の
行

使
、
憲
法
十
三
条

（幸
福
追
，

求
権
】
，
そ
し
て

■
憲
法
二

・十
五
条
人
生
存
権
）
に
反
す

る
」
と
し
て
ず
全
．国
一の
十
四

地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。
兵

一庫
で
は
，
最
終
的
に
十
三
名

一
の
原
告
‐―が―‐裁
判
に
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
裁
判
は
、

一
」
自
立
支
援
法
を
廃
止
す

る
」
と
し
た
民
主
党
政
権
の

も
と
て

国
と
原
告
団
が
「基

一分
ョ
思
」
．・を
結
び

（
二
・〇

一

〇
年

一
月
Ｘ
裁
判
所
の
関
与

で
和
解
し
、
終
結
し
ま
し
た
。

自
立
支
援
法
に
対
す
る
私

た
ち
の
運
動
で
、
成
人
の
場

・合
の
所
得
判
断
は
二
〇
〇
八

一年
七
月
か
ら
■
世
帯
全
体
」

で
は
な
く

「本
人
及
び
一配
偶

者
号
に
、
低
所
得
者
の
福
祉

サ
■
ビ
ス

ｏ
補
装
具
の
利
用

料
は
二
〇

一
〇
年
四
月
．か
ら

ゼ
ロ
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
事
務
局
長

井

上
義

治

Ｌ
皇
Ｗ一皮

ヽ
援
法
」・２
取
悪
部

分
を
引
き
継
ぐ
兵
庫
県

し
か
し
、
こ
の
時
期
、
兵

庫
県
は

「行
財
政
改
革
｝
推

進
と
称
し
て
，
二
〇
〇
八
年

度
予
算
で
民
間
社
会
福
祉
施

設
居
住
改
善
整
備
補
助

（二

千
八
十
万
円
Ｙ
の
廃
止
ヽ
の

じ
ぎ
く
療
育
セ
ン
タ
■
の
廃

止
（
二
・億
一
千
四
百
七
十
七

万
円
×
知
的
障
害
者
の
訓
練

ホ
■
ム
，
生
活
ホ
ー
ム
補
助

七
千
六
百
十
万
円
の
県
単
独

補
助
の
廃
止
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
重
度

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
を

「特
別
障
害
者

手
当
の
所
得
制
限
（
扶
養
親

族
二
人
の
場
合
の
給
与
収
入

金
額
八
百
八
十
三
万
二
千

円
】
か
ら
「自
立
支
援
医
療

制
度
に
準
拠
し
た
所
得
制
限

（市
町
村
民
税
所
得
割
額
二

十
三
万
五
千
円
未
満
。
扶
養

親
族
二
人
の
場
合
の
扶
養
義

務
者
の
所
得
五
百
九
十
三
万

円
】
に
引
き
下
げ
゛
あ
わ
せ

て
、
一
部
負
担
金
も
引
き
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
全
国
で
も
最
も
所
得

制
限
が
厳
し
い
県
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
七
月
か
ら
は
、
重
度

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
判
定
単
位
を

「同
∵
世

帯
の
最
上
位
者
」
か
ら

「世

帯
合
算
」
に
し
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は

「自
立
支
援
法
医

療
制
度
の
世
帯
構
成
員
相
互

に
支
え
あ
う
と
い
う
考
え
に

ぁ
わ
せ
る
」
と
し
て
お
り
、

自
立
支
援
法
の
最
も
悪
質
な

部
分
を
引
き
合
い
に
し
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
乳
幼
児
等
ｏ
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に

も
こ
の
考
え
方
を
適
用
し
、

全
県
下
の
障
害
者
・
乳
幼
．．児

ｏ
子
ど
も
た
ち
約
五
万
四
千

人
を
こ
の
制
度
か
ら
排
除
し

ま
し
た
。
た
だ
し
，
一
部
の

市
町
は

「世
帯
合
算
」
を
適

用
せ
ず
、
市
町
独
自
に
従
前

の
ま
ま
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

は
大
い
に
評
価
で
き
る
こ
と

で
す
。

私
た
ち
ぬ
き
に
、
私
た
ち

の
こ
と
を
決
め
な
い
で

一医
療
費
問
題
は
、
い
の
ち

の
問
題
に
直
接
、
影
響
し
ま

す
。
障
害
の
あ
る
人
た
ち
だ

け
で
な
く
、
幼
い
子
ど
も
た

ち
に
も
な
ん
と
冷
た
い
兵
庫

県
政
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
障
害
当
事
者
は
、

「私
た
ち
ぬ
き
に
、
私
た
ち

の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」
を

合
言
葉
に
し
て
、
国
連
障
害

者
の
権
利
条
約
の
批
准
を
め

ざ
し
て
、
国
内
法
の
見
直
し

に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
こ
の
合
言
葉
が

真
に
兵
庫
県
政
に
生
か
さ

れ
、
憲
法
等
に
基
づ
く
基
本

的
人
権
の
行
使
を
支
援
す
る

温
か
い
兵
庫
県
政
の
実
現
を

強
く
望
み
ま
す
。


